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〝
発
見
さ
れ
た
〟 

書
状 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小 

島 
 

一 

仁 
書
状
を
読
む 

 

 

こ
の
た
び
、
思
い
が
け
ず
、「
大
阪
古
典
会
」
の
図
録
に
忠
敬
の
書
状
が
の
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
五
月
二
十
一
日
に
、
伊
能
陽
子
さ
ん
が
、
そ
の
コ
ピ
ー
を

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
っ
て
下
さ
っ
た
。
二
十
五
日
に
な
る
と
、
そ
の
“
発
見
”
に
関
す

る
記
事
が
産
経
新
聞
に
の
っ
た
。
今
回
は
、
そ
の
書
状
を
紹
介
し
、
気
づ
い
た
こ

と
を
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。 

  

ま
ず
、
書
状
の
原
文
と
解
読
文
を
お
目
に
か
け
よ
う
。
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る

追
伸
の
部
分
は
、
あ
ま
り
重
要
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
省
略
す
る
。 

 

〈
原
文
〉 

下
頁
ご
参
照 

〈
解
読
文
〉 

 

八
月
十
五
日
御
翰
十
一
月
十
三
日

ニ 

 

相
届
辱 

 
 

 

致
捧
誦
候
、
愈
御
揃
御
安
全
被
成 

 
 

 

御
座
珍
重
不
少
奉
存
候
、
随

而 

 

下
拙
儀 

 

無
異
儀
薩
州
領
も
九
月
十
七
日
迄

ニ 

 

相
済 

 
 

 

夫 

肥
前
国
嶋
原
御
預
り
御
料
所
肥
後
国 

天
草
郡
天
草
嶋

江 

 

相
渡
当
月
十
二
日

ニ 

 
 

 
 

 
 

相
済
同
十
三
日
肥
後
国
熊
本
領

江 

 

引
移 

 
 

 
 

当
時
熊
本
領
致
測
量
候
、
乍
憚 

 
 

 
 

御
安
意
可
被
下
候
、
然

ハ 

 

先
年
致
久
離
候 

 
 

 
 

稲
女
儀
当
夏
中
三
郎
治
も
致
死
去 

 
 

 
 

其
身
も
病
身

ニ 

 

相
成
近
頃
致
落
髪
候

ニ 

 

付 

 
 

 
 

各
様
御
一
同
御
憐
察
之
上
御
地
頭
所

へ 

 

も 

 
 

 
 

被
仰
立
候

而 

 

久
離
勘
当
差
免
し
候
様 

 
 

 
 

別
紙
御
連
印
を
以
委
細
被
仰
聞
致 

 
 

 
 

承
知
候
、
何
様
当
時
一
人
之
身
分 

 
 

 
 

殊
ニ 

 

落
髪

ニ 

 

も
及
候
儀
各
様
御
一
同

ニ 

 
 

 
 

 
 

御
世
話
被
下
候
御
厚
志

ニ 

 

任
御
地
頭
向 

 
 

 
 

冝
候

ハ 

 

、
勘
当
差
免
し
可
申
候
、
即 

 
 

 
 

三
郎
右
衛
門
方
へ
も
各
様
御
深
意

ニ 

 

随 

 
 

 
 

勘
当
赦
免
之
儀
申
遣
候
、
乍
此
上
冝 

 
 

 
 

御
心
添
被
成
下
候
様
頼
上
候
、
以
上 

  
 

 
 

 

十
一
月
十
五
日 

 
 

 

伊
能
勘
解
由 

  
 

 
 

永
澤
治
郎
右
衛
門
様 

伊
能
彦
作
様 

永
澤
仁
兵
衛
様 

永
澤
半
右
衛
門
様 

永
澤
吉
郎
兵
衛
様 

 
 

 
 

永
澤
半
十
郎
様 

 
 

永
澤
太
兵
衛
様 

 
伊
能
平
右
衛
門
様 
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長
女
イ
ネ
の
勘
当
と
復
帰 

 
こ
の
書
状
は
、
忠
敬
が
、
一
八
一
〇
年(

文
化
七)

十
一
月
、
九
州
測
量
中
に
、

佐
原
村
の
永
澤
治
郎
右
衛
門
ら
八
人
の
有
力
者
、
親
戚
に
宛
て
て
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
主
要
な
内
容
は
、
後
半
に
記
さ
れ
て
い
る
長
女
イ
ネ
の
勘
当
赦
免
に
つ
い

て
で
あ
る
。 

 

イ
ネ
は
、
一
七
六
三
年(
宝
暦
一
三)

に
、
伊
能
忠
敬
・
ミ
チ
夫
妻
の
長
女
と
し

て
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
、
忠
敬
は
、
自
分
と
縁
つ
づ
き
の
上
総
国
山
辺
郡
片

貝
村(

現
在
の
千
葉
県
山
武
郡
九
十
九
里
町
片
貝)

の
布
留
川
家
か
ら
一
少
年
を
養

子
に
迎
え
て
い
た
。
こ
の
少
年
は
長
じ
て
か
ら
盛
右
衛
門
と
称
し
た
。
忠
敬
は
、

盛
右
衛
門
と
イ
ネ
を
め
あ
わ
せ
て
、
江
戸
の
出
店
を
ま
か
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
盛

右
衛
門
は
、
何
か
商
売
上
の
大
失
敗
を
し
た
ら
し
く
、
忠
敬
は
、
そ
れ
を
怒
っ
て

盛
右
衛
門
を
離
縁
し
た
。
こ
の
と
き
、
イ
ネ
は
、
忠
敬
の
意
に
背
き
、
夫
に
従
っ

て
家
を
出
た
た
め
、
忠
敬
は
、
イ
ネ
を
も
勘
当
し
た
。 

 

そ
の
後
、
盛
右
衛
門
・
イ
ネ
夫
婦
は
、
盛
右
衛
門
の
生
地
で
あ
る
片
貝
村
に
お

も
む
き
、
そ
こ
で
米
穀
商
を
営
ん
で
い
た
が
、
一
八
一
〇
年
（
文
化
七
）
四
月
に

盛
右
衛
門
が
病
没
し
た
た
め
、
イ
ネ
は
仏
門
に
入
り
、
薙
髪
し
て
妙
薫
と
称
し
、

忠
敬
の
許
し
を
得
て
佐
原
伊
能
家
に
復
帰
し
た
の
で
あ
る
。
“
発
見
”
さ
れ
た
書
状

に
「
三
郎
治
」
と
あ
る
の
は
盛
右
衛
門
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
盛
右
衛
門
・
イ
ネ
の
離
別
・
勘
当
一
件
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
七
年
、
大

谷
亮
吉
氏
が
、
そ
の
大
著
『
伊
能
忠
敬
』
の
中
で
は
じ
め
て
発
表
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
際
、
大
谷
氏
は
、
イ
ネ
の
赦
免
に
つ
い
て
、「
文
化
七
年
長
女
稲
女
薙
髪

し
て
名
を
妙
薫
と
改
め
親
戚
故
旧
に
よ
り
て
忠
敬
に
哀
願
し
家
に
帰
る
や
‥
‥
」

と
述
べ
、
「
当
時
の
文
書
伊
能
家
に
現
存
す
」
と
註
記
し
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
私
は
、
一
九
五
五
年
、
伊
能
家
先
々
代
の
伊
能
康
之
助
・
多
嘉
御
夫

妻
か
ら
、
伊
能
家
文
書
の
閲
覧
・
調
査
を
許
可
さ
れ
て
以
後
、
そ
の
文
書
を
さ
が

し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
が
、
伊
能
家
文
書
の
中
か
ら
は
、
つ
い
に
見
つ
け
出
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
今
度
、
大
阪
で
“
発
見
”
さ
れ
た
と
い
う
書
状
を
一
読
し
て
、
私
は
、

こ
の
書
状
こ
そ
、
大
谷
氏
が
指
摘
し
た
「
文
書
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

時
期
も
大
谷
氏
が
書
い
て
い
る
こ
と
と
一
致
す
る
し
、
内
容
的
に
も
大
谷
氏
が
「
親

戚
故
旧
に
よ
り
て
忠
敬
に
哀
願
し
」
と
書
い
て
い
る
の
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
書
状
は
、
大
谷
亮
吉
氏
が
、
明
治
末
年
に
、
佐
原
伊
能
家
の
史
料
を
調
査

し
た
と
き
に
は
、
た
し
か
に
「
伊
能
家
に
現
存
」
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、

如
何
な
る
理
由
に
よ
っ
て
か
、
伊
能
家
か
ら
流
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

  
 

 
 

 

“
勘
当
論
争
”

 

  

こ
の
書
状
の
発
見
に
関
連
し
て
、
五
月
二
五
日
付
の
産
経
新
聞
は
、
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。 

 

「
‥
‥
相
場
に
失
敗
し
た
稲
の
夫
で
娘
婿
の
盛
右
衛
門
景
明
を
忠
敬
が
離
縁
し

た
際
、
稲
は
夫
に
つ
い
て
行
き
勘
当
さ
れ
た
と
の
説
が
あ
る
一
方
、
証
拠
が
な
く

『
あ
れ
だ
け
尽
く
し
た
娘
を
勘
当
す
る
は
ず
が
な
い
』
と
の
“
論
争
”
が
続
い
て
い

た
。
」 

 

そ
し
て
、
今
度
の
書
状
の
“
発
見
”
に
よ
っ
て
、
そ
の
“
論
争
”
に
終
止
符
が
打
た

れ
た
か
の
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。 

 
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
“
論
争
”
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
、
一
度
も
耳
に

し
た
こ
と
が
な
い
。
大
谷
氏
が
盛
右
衛
門
・
イ
ネ
の
離
別
・
勘
当
に
つ
い
て
書
い

て
か
ら
、
イ
ネ
の
勘
当
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
し
た
人
は
、
お
そ
ら

く
、
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
最
近
、
イ
ネ
の
勘
当
に
つ
い
て
あ
や
ま
っ
た

認
識
が
広
が
っ
て
い
る
の
は
一
つ
の
問
題
で
あ
る
。
イ
ネ
の
勘
当
は
、
大
谷
氏
が
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指
摘
し
た
よ
う
に
、
夫
の
盛
右
衛
門
の
失
敗
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
数

年
の
間
に
激
増
し
た
忠
敬
関
係
の
出
版
物
を
見
る
と
、
イ
ネ
の
勘
当
の
原
因
が
盛

右
衛
門
と
の
結
婚
問
題
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い

が
、
そ
れ
ら
は
事
実
に
反
す
る
。 

 

こ
の
ま
ち
が
い
は
、
最
初
、
一
九
七
九
年
に
出
版
さ
れ
た
Ｆ
氏
（
故
人
）
の
著

書
か
ら
お
こ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
以
後
、
研
究
者
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
が
、
Ｆ
氏

の
史
料
読
み
取
り
に
決
定
的
な
手
落
ち
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
い
わ
ゆ
る

“
孫
引
き
”
で
自
著
に
と
り
入
れ
た
た
め
に
広
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
ま
ち
が
い
は
、
残
念
な
が
ら
、
わ
が
『
伊
能
忠
敬
研
究
』
誌
上
に
も
あ

ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
第
26

号
・
45

ペ
ー
ジ
、
57

ペ
ー
ジ
） 

 

こ
の
こ
と
の
批
判
や
事
実
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
近
日
中
に
、
改
め
て
、
く
わ

し
く
書
い
た
も
の
を
発
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
の
機
会
に
、
と
り
あ
え
ず

問
題
の
所
在
だ
け
を
お
知
ら
せ
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。 

 
 

 
 


